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水泳指導におけるキックの能力と泳力

－バタ足キック・ドルフィンキック・蛙足キックを中心に－

鎌田安久＊・栗林徹＊・澤村省逸＊＊

（1992年10月15日受理）

Ⅰ序論

水泳は，水中での全身運動であり，呼吸動作や体幹の動作・姿勢保持，腕と脚の動作等で構

成されている。（14）（19）とりわけ椀と脚の動作は，それを「水中で行うことによって受ける抵抗と

揚力の結果から推進力を生む」のみならず，「浮力，バランス，舵取の機能をもっている」（19）と

されており，重要な要素であると考えられる。実際の指導や練習の場面では，呼吸動作と並ん

で，腕のかき（プル）や脚のけり（キック）の部分的な動作に分けられて展開されたり，ある

いは総合的（コンビネーション）に展開されたりしている。（4）（14）この腕と脚の関係や役割につい

ては，そのスピードの全体への貢献度（10）（12）（岬や推進力（3）（6）（13），エネルギー消費と効率（り（7），効力

や揚力（2）（17）等の観点からこれまで研究がおこなわれている。特に，キックについては，初心者指

導の導入段階で，バタ足キックやドル平キックを実施しており（5）（14）（20），また，平泳ぎの部分練

習として蛙足キックのみの練習を行っている（5）が，それぞれのキックの能力をどの程度向上させ

たらよいかの目安については先行研究がみあたらず不明確である。また，これまでよく学校体

育の初心者指導の導入段階で実施されるバタ足キックとドル平キックについても，先行研究の

引用による検討（12）（13）はあるが，具体的に比較検討した研究はみあたらない。

そこで本研究では，年齢19歳から22歳までの健康な大学生135名を対象に，クロールやバタフ

ライ，平泳ぎのタイムとそれぞれのキックだけのタイムを50m・22mの距離で測定し，また蹴

伸びの距離や立ち泳ぎの時間も計測することで，さらには，キックに関するアンケート調査を

実験の事前及び事後に実施することによって，水泳の各種キックの能力が泳力とどのような関

係にあるかを明確にし，水泳指導の導入手段としてのキックの問題点を検討することを目的と

した。

II実験方法

被験者は，19歳から22歳までの健康な大学生男子66名女子69名計135名で，最低22mクロール

が可能をものとした。実験は，1992年7月21日・22日・24日・25日の4日間，岩手大学の50m
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プールで行った。4日間の気温は26℃～30℃，水温24℃～26℃であった。   

この4日間で，①50mクロール・平泳ぎのタイム，②22mクロール・バタ足キック泳・バタ  

フライ・ドルフィンキック泳・平泳ぎ・蛙足キック泳のタイム及び③蛙足キックでの立ち泳ぎ  

継続時間，④蹴伸びの距離を計測した。   

①50mクロール・平泳ぎのタイム   

飛込台からスタートの合図で逆飛び込みさせ，50mをクロール（対象；男子56名・女子40   

名）と平泳ぎ（対象；男子18名・女子5名）の各泳法で1回ずつ泳がせ，ストップウオッチ   

で計測した。   

②22mクロール・バタ足キック泳・バタフライ・ドルフィンキック泳・平泳ぎ・蛙足キック   

泳のタイム  

幅22mのプールの側面の壁をスタートの合図で蹴ってスタートさせ，22mをクロール（対   

象；男子23名・女子39名）・バタ足キック泳（対象；男子66名・女子69名）・バタフライ（対   

象；男子19名・女子7名）・ドルフィンキック泳（対象；男子66名・女子67名）・平泳ぎ（対   

象；男子19名・女子7名）・蛙足キック泳（対象；男子19名・女子7名）の各泳法で1回ずつ   

泳がせストソプウォッチで計測した。ただし，バタ足キック泳・ドルフィンキック泳・蛙足   

キック泳については，ビート板を上から両手を約10cmの間隔で揃えて前方の端をもたせ，肘   

を伸展した条件で泳がせて測定した。  

表1 水泳のキックについての学習経験の実態に関するアンケート項目  

◎過去の水泳実技における学習経験について  

1．スイミングスクールで水泳の指導を受けたことがありますか？  

（ ）歳から（ ）年間orヵ月  B；いいえ  

「バタ足」について学習したことがありますか？  

B；いいえ  

「かえる足」について学習したことがありますか？  

B；いいえ  

「ドル足（両足同時バタ足）」について学習したことがありますか？  

B；いいえ  

「背泳のキック」について学習したことがありますか？  

B；いいえ  

「ドル平泳法」について学習したことがありますか？  

B；いいえ  

A；はい一→  

2．これまでに  

A；はい  

3．これまでに  

A；はい  

4．これまでに  

A；はい  

5．これまでに  

A；はい  

6．これまでに  

A；はい  

表2 パタ足キックとドルフィンキックにおける泳ぎ易さの比較に関するアンケート項目  

◎バタ足とドル足（両足同時バタ足）の比較について，以下の項目に答えてください。  

1．バタ足とドル足ではどちらの方がやりやすかったですか？  

・バタ足  ・ドル足  ・同じ  

2．バタ足とドル足ではどちらの方が進みやすかったですか？  

・バタ足  ・ドル足  ・同じ  

3．初心者の指導において，バタ足とドル足ではどちらの方が有効だとおもいますか？  

・バタ足  ・ドル足  ・同じ   



105   水泳指導におけるキックの能力と泳力  

③蛙足キックでの立ち泳ぎ継続時間  

蛙足キックでの立ち泳ぎ（対象；男子19名・女子7名）は，頭部及び両手を水面上に出す   

課題で，継続時間を1回ストップウオッチで計測した。   

④蹴伸びの距離  

プールの側面の壁を蹴ってからのスタートで蹴伸びグライディング（対象；男子28名・女   

子34名）をさせ，静止した時点での指先の位置をプールサイドに置いたメジャーにて計測し，   

3試行の最高値をデータとした。  

また，実験の前に，被験者全員を対象として水泳のキックについての学習経験の実態に関   

するアンケート調査（表1）を実施し，実験の終了後には，無作為に抽出した62名を対象と   

して，バタ足キック泳とドルフィンキック泳における泳ぎ易さの比較に関するアンケート調   

査（表2）を実施した。  

以上の方法で得たデータを，大型コンピュータ（SAS）やパーソナルコンピュータ（Lotus123）  

を用いて，相関分析及びTテストによる有意差検定，さらにはアンケートの集計を行った。  

ⅠⅠⅠ実 験 結 果  

1．クロールの泳力とパタ足キック泳のタイム   

図1は，クロールの泳力が50m以上あるグループ23名（TrainedGroup）を対象に，50mク  

ロールと22mクロールとのタイムの関係について，男女の表記を区別し総合して示している。  

50mクロールの平均タイムは43．5秒（N＝23，SD±8．9）で，男子の平均タイムは41．7秒（N＝  

18，SD±8．4），女子の平均タイムは50．0秒（N＝5，SD±8．1）であった。22mクロールの平   

22Mクロールタイム（SEC）  

＿、  1－  

50Mクロルタイム（SEC）  

MALE FE丑ALE  
田  △  

図1 50mクロール泳と22mクロール泳とのタイムの関係   
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タイム（sec）  
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Trained U［tra；［ed  

バタ居辛ツク  

Tra［ed Untra［ed  
クロール  

＊＊＊：pく0．001  
図2 22mクE］－ル泳及び22mパタ足キック泳における，TrainedGroupとUntrainedGroupとのタイ  

ムの比較  

均タイムは16．3秒（N＝23，SD±2．3）で，男子の平均タイムは15．7秒（N＝18，SD±2．2），  

女子の平均タイムは18．1秒（N＝5，SD±1．7）であった。総合して50mクロールと22mクロー  

ルとのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認められ（N＝23，r＝0．88，p＜0．001），  

50mクロールが可能なものでタイムが速いものは22mグロールのタイムも速かった。   

図2は，22mクロール及び22mバタ足キック泳のそれぞれにおいて，クロールの泳力が50m  

以上あるグループ（TrainedGroup23名 以下T．G．と略記する）と22m以上50m未満のグル  

ープ（Untrained Group39名 以下Un．G．と略記する）とのタイムの比較を示している。22  

mクロールにおいて，T．G．の平均タイムは16．2秒（N＝23，SD±2．3）であり，Un．G．の平  

均タイムは23．9秒（N＝39，SD±4．0）であった。また，22mバタ足キック泳におけるT．G．の  

平均タイムは22．8秒（N＝23，SD±4．2），Un．G．の平均タイムは31．8秒（N＝39，SD±8．9）  

であった。これらのことから22mクロールについて，T．G．はUn．G．よりも統計的に有意にタ  

イムが速いことが認められ（T＝8．29 df＝60 p＜0．001T－テスト），22mバタ足キック泳  

についても，T．G．がUn．G．よりも統計的に有意にタイムが速いことが認められた（T＝4．54  

df＝60 p＜0．001T－テスト）。   

図3は，22mクロールと22mバタ足キック泳とのタイムの関係について，T．G．とUn．G．と  

に表記を区別し総合して示している。22mクロールの平均タイムは21．0秒（N＝62，SD±5．1），  

一方22mバタ足キック泳の平均タイムは，28．5秒（N＝62，SD±8．6）であり，22mクロールと  

22mバタ足キック泳とのタイムの間には，統計的に有意に相関関係が認められ（N＝62，r＝  

0．72，p＜0．001），22mクロールのタイムが速いものは22mバタ足キック泳のタイムも速い傾向  

がみられた。しかし，この傾向はT．G．には顕著であるが（N＝23，r＝0．73，p＜0．001），Un．  

G．では（N＝39，r＝0．57，p＜0．001）泳速の遅いものに散らばりが大きくみられた。   

図4は，22mクロールのタイムに対する，22mバタ足キック泳と22mクロールのタイムの差   
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（△＝22mバタ足キック泳タイムー22mクロールタイム）の関係について，男女の表記を区別し  

総合して示している。22mクロールのタイムと，22mバタ足キック泳から22mクロールのタイ  

ムを引いた差（△）の間には，統計的に相関関係は認められなかった。（N＝62，ー＝－0．19，  

NS）   

22ルヤクあしタイム（SEC）  

＊  

＊   ○   奄 ＊ ＊  

＊ 
＊＊  

鼠弊澤。線冤嘩姜＊  
、  、－  30  

22Mクロールタイム（SEC）  

Traned U［tr且；ned  
O  ＊  

図3 22mクロール泳と22mパタ足キック泳とのタイムの関係  

△（sec）   

、  1－  

22Mクロ▼ルタイム（sec）  

MALE  
［コ  FE盟LE  

図4 22mクロール泳のタイムに対する，22mパタ足キック泳と22mクロール泳のタイムの差の関係（△＝  

22mパタ足キック泳タイムー22mクロール泳タイム）   
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図5は，T．G．とUn．G．とを対象に，22mクロールの平均スピードに対する22mバタ足キッ  

ク泳の平均スピードの割合を，横軸にクロールスピードを100％として示している。クロールの  

スピードに対するバタ足キック泳のスピードの全体の平均割合は75．5％（N＝62 SD±3．92），  

T．G．の平均割合は72％（N＝23 SD±8．6），Un．G．の平均割合は77．5％（N＝39 SD±14．2）  

であった。これらのことから，T．G．はUn．G．よりも，タロpルのスピードに対するバタ足キ  

ック泳のスピードの割合が統計的に低いことが有意に認められた（T＝1．67 df＝60 p＜0．10  

T－テスト）。  

2．平泳ぎの泳力と蛙足キック泳のタイム   

図6は，平泳ぎの泳力が50m以上ある24名（TrainedGroup）を対象に，50m平泳ぎと22m平  

泳ぎとのタイムの関係について，男女の表記を区別し総合して示している。50m平泳ぎの平均  

タイムは54．5秒（N＝24，SD±9．8）で，男子の平均タイムは52．2秒（N＝18，SD±9．9），女  

子の平均タイムは61．1秒（N＝6，SD±6．0）であった。22m平泳ぎの平均タイムは22．1秒（N＝  

24，SD±3．6）で，男子の平均タイムは21．0秒（N＝18，SD±3．2），女子の平均タイムは25．4  

秒（N＝6，SD±2．1）であった。総合して50m平泳ぎと22m平泳ぎとのタイムの間には，統計  

的に有意な相関関係が認められ（N＝24，r＝0．90，p＜0．001），50m平泳ぎが可能なものでタ  

イムが速いものは22m平泳ぎのタイムも速かった。   

図7は，平泳ぎの泳力が50m以上ある24名（TrainedGroup）と，22m以上50m未満の2名  

（UntrainedGroup）計26名を対象として，22mの平泳ぎと蛙足キック泳とのタイムの関係につ  

いて，男女及び未熟練者を別にして示している。22m平泳ぎの平均タイムは22．0秒（N＝26，  

SD±3．5），男子の平均タイムは20．9秒（N＝19，SD±3．2），女子の平均タイムは25．0秒（N＝  

7，SD±2．4）であった。22m蛙足キック泳の平均タイムは28．2秒（N＝26，SD±6．3）で，男  

子の平均タイムは27．4秒（N＝19，SD±6．7），女子の平均タイムは30．5秒（N＝7，SD±5．2）  

であり，22m平泳ぎと22m蛙足キック泳とのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認め  

Tra；ned  

U［trai［ed  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

図5 22mクロール泳の平均スピードに対する22mバタ足キック泳の平均スピードの割合   
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られ（N＝26，r＝0．84，p＜0．001），22m平泳ぎのタイムが速いものは22m蛙足キック泳のタ  

イムも速い傾向が認められた。  

22川平詠タイム（SEC）  

28   

26   

24   

22   

20   

18   

二・二、  
40  ■、－  

50川平泳タイム（SEC）  

MALE FEMALE  
□  △  

図6 5¢m平泳ぎ泳と22m平泳ぎ泳とのタイムの関係  

22M蛙足タイム（SEC）  

50   

45   

40   

35   

30   

25   

、、、－   

15  

［］   

ロロ   

ロロ  
△  

⊂  

△  

△  
△  J塾  

－「」  

日 D  

16  18  20  22  24  26  28  30  

22M平泳ぎタイム（SEC）  

MALE FEMALE Untra；ned  
口  △  ＊  

図丁 22mの平泳ぎ泳と蛙足キック泳とのタイムの関係   
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立ち泳ぎ継続時問（sec）  

70   

－、、－   

50   

40   

1、一   

二、－   

10   

0  

［コ  

△   

△  

△  △   

△  △   

［］  

□  

［コ  

ロ ロ 「  ＿  －  

［コ  

ニ  ニ1  

－  

「   

15  20  25  30  35  40  45  

22川．蛙足タイム（sec）  
MALE FEMALE  
□  △  

図8 22m蛙足キック泳のタイムと蛙足キックでの立ち泳ぎ継続時間の関係   

図8も，図7と同様の被験者26名を対象として，22m蛙足キック泳のタイムと蛙足キックでの  

立ち泳ぎ継続時間の関係について，男女別に示している。立ち泳ぎ継続時間の平均は21．9秒（N＝  

26，SD±16．1）で，男子の平均タイムは18．5秒（N＝19，SD±15．1），女子の平均タイムは31．0  

秒（N＝7，SD±16．3）であり，22m蛙足キック泳と立ち泳ぎ継続時間の間には，統計的に有  

意な負の相関関係が認められ（N＝26，r＝－0．46，p＜0．05），22m蛙足キック泳のタイムが  

速いものは蛙足キックでの立ち泳ぎの継続時間が長い傾向が認められた。男女の違いでは，女  

子（N＝7，r＝－0．87，p＜0．05）が男子（N＝19，r＝－0．52，p＜0．05）より相関が高い  

傾向がみられた。   

図9は，図7・図8と同様の被験者26名を対象に，22m平泳ぎの平均スピードに対する22m  

蛙足キック泳の平均スピードの割合を，横軸に平泳ぎスピードを100％として示している。平泳  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

平泳ぎ  

図g 22m平泳ぎ泳の平均スピードに対する22m蛙足キック泳の平均スピードの割合   
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22M．卜“ルフィンキックタイム（sec）  

60  

50  

40  

30  

20  

10  

△  口   

□△ 台  
感＼ ∠短  

□  □ □ 鞄  ［コ  

10  15  20  25  30  35  40  

22Mバタフライタイム（sec）  

MALE FEMALE  
□  △  

図川 22mのバタフライ泳と22mドルフィンキック泳とのタイムの関係  

0％  20％  40％  60％  80％   100％  

バタフライ   

図1122m′くタフライ泳の平均スピードに対する22mドルフィンキック泳の平均スピードの割合  

ぎのスピードに対する蛙足キック泳のスピードの平均割合は79．3％（N＝26，SD±8．4）であっ  

た。  

3．バタフライの泳力とドルフィンキック泳のタイム   

図10は，バタフライの泳力が，22m以上ある26名を対象として，22mのバタフライと22mド  

ルフィンキック泳とのタイムの関係について，男女の表記を区別し総合して示している。22m  

バタフライの平均タイムは22．4秒（N＝26，SD±5．6），男子の平均タイムは21．6秒（N＝19，  

SD±5．7），女子の平均タイムは24．7秒（N＝7，SD±5．3）であった。22mドルフィンキック  

泳の平均タイムは28．7秒（N＝26，SD±9．2）で，男子の平均タイムは27．1秒（N＝19，SD±  

9．3），女子の平均タイムは32．9秒（N＝7，SD±7．3）であり，22mのバタフライと22mドルフ  

ィンキック泳とのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認められ（N＝26，r＝0．92，   
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p＜0．001），22mバタフライのタイムが速いものは22mドルフィンキック泳のタイムも速い傾向  

が認められた。   

図11は，図10と同様の被験者26名を対象に，22mバタフライの平均スピードに対する22mド  

ルフィンキック泳の平均スピードの割合を，横軸にバタフライスピードを100％として示してい  

る。バタフライのスピードに対するドルフィンキック泳のスピードの平均割合は80．3％（N＝  

26，SD±11．1）であった。  

4．バタ足キック泳，ドルフィンキック泳，蛙足キック泳のタイムにおける相関関係   

表3は，クロール，バタフライ，平泳ぎの泳力がそれぞれ22m以上あるものを対象に，バタ  

足キック泳，ドルフィンキック泳，蛙足キック泳の各泳法間のタイムの相関関係について示し  

ている。バタ足キック泳のタイムは，ドルフィンキック泳のタイムとは統計的に有意で高い相  

関関係が認められた（N＝133，ー＝0．77，p＜0．001）が，蛙足キック泳のタイムとは有意では  

あるが高い相関関係は認められなかった（N＝26，r＝0．47，p＜0．05）。また，ドルフィンキ  

ック泳のタイムは，蛙足キック泳のタイムとは有意な相関関係が認められなかった（N＝26，  

r＝0．24，NS）。  

5．蹴伸びの距離と各泳法のタイムとの相関関係   

表4は，蹴伸びの距離と，22mにおけるバタ足キック泳・クロール・ドルフィンキック泳・  

バタフライ・蛙足キック泳・平泳ぎの各泳法との相関関係を示している。蹴伸びの距離は，22  

mバタ足キック泳のタイム（N＝62，r＝－0．46，p＜0．001）や22mクロールのタイム（N＝  

表3 バタ足キック，ドルフィンキック，蛙足キック泳の  
タイムにおける相関関係  

ドルフィンキック 蛙 足 キ ッ ク  

r  O．774  0．475  

バタ足キ ック  p  く0．001  く0．05  

26   

0．242   

NS  

26  

n  133   

r  

ドルフィンキック  p  

n  

表4 蹴伸びの距離と各泳法のタイムとの相関関係  

バタ足キック クロール ドルフィンキック バタフライ 蛙足キック 平 泳 ぎ  

r
 
p
 
n
 
 
 

蹴
伸
び
 
 

ー0．462  －0．429  －0．414  －0．386  0．178  －0．043  

く0．001  く0．001  く0．001  く0．10  NS  NS  

62  62  60  26  26  26   
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62，r＝－0・43，p＜0・001），また22mドルフィンキック泳のタイム（N＝60，r＝－0．41，p＜  

0・001）や22mバタフライのタイム（N＝26，r＝－0．43，p＜0．001）とも統計的に有意な相関  

関係がみられた。しかし，22m蛙足キック泳のタイム（N＝26，r＝LO．19，NS）や22m平泳  

ぎのタイム（N＝26，r＝－0．04，NS）とは，蹴伸びの距離は相関関係がみられなかった。  

スイミング  

バタ足  

蛙足   

卜“ルフィン  

バック足  

卜、ル平  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

囚YES［］NO  

図12 水泳のキックについての学習経験の実態   

6．水泳のキックについての学習経験の実態   

図12は，被験者全員を対象とした水泳のキックについての学習経験に関するアンケート調査  

結果を，6つの質問項目別に，横軸に全体の人数を100％として示している。スイミングスクー  

ルに通った経験のあるものは13．4％で，その経験した年齢の平均は11．2歳，通った期間の平均  

は2．1年間であった。   

また，学習経験の有無については，学習経験があると回答したものが，バタ足キック泳：89．0  

％，ドルフィンキック：16．7％，蛙足キック：75．1％，背泳キック：21．0％，ドル平泳法：3．8  

％であった。  

丁．バタ足キック泳とドルフィンキック泳との比較   

図13は，22mバタ足キック泳とドルフィンキック泳のタイムの比較を，対象者全体（135名），  

およぴクロールの泳力が50m以上あるグループ（TrainedGroup 96名 以下T．G．と略記す  

る）と22m以上50m未満のグループ（UntrainedGroup 39名 以下Un．G．と略記する）の別   
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に分けて示している。全体において，22mバタ足キック泳の平均タイムは26．9秒（N＝135，  

SD±6．6），22mドルフィンキック泳の平均タイムは37．3秒（N＝133，SD±12．4）であり，22m  

バタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも統計的に有意に速いことが認められた（T＝  

タイム（sec）  

BATA DORU  

Untrai［ed  
＊＊＊：pく0．001  

BATA DORU   

Trained  

BATA DORU   

全  体  

図13 22mパタ足キック泳とドルフィンキック泳のタイムの比較  

やり易さ  

進♂ナ易さ  

手刀ノL＼者指導  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

囚バタ足キック 団ドルフィン ロ同じ   

図＝ パタ足キックとドルフィンキックにおける泳ぎ易さの比較   
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14．3 df＝10．8 p＜0．001P．TLテスト）。   

また，T．G．において，22mバタ足キック泳の平均タイムは24．9秒（N＝96，SD±3．9），22  

mドルフィンキック泳の平均タイムは33．7秒（N＝96，SD±8．7）であり，22mバタ足キック泳  

のタイムはドルフィンキック泳よりも統計的に有意に速いことが認められた（T＝12．1df＝8．8  

p＜0．001P．T－テスト）。   

また，Un．G．では，22mバタ足キック泳の平均タイムは31．8秒（N＝39，SD±8．9），22m  

ドルフィンキック泳の平均タイムは46．8秒（N＝37，SD±15．4）であり，T．G．同様Un．G．に  

おいても，22mバタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも統計的に有意に速いこと  

が認められた（T＝9．4 df＝15．9 p＜0．001P．T－テスト）。   

図14は，実験終了後，無作為に抽出した62名を対象とした，バタ足キック泳とドルフィンキ  

ック泳における泳ぎ易さの比較に関するアンケート調査結果を，3つの質問項目別に，横軸に  

全体の人数を100％として示している。キックのやり易さの比較について，バタ足キック泳の方  

がやり易いと回答したものは79．4％，ドルフィンキック泳の方がやり易いと回答したものは14．3  

％，同じであると回答したものは6．4％であった。キックの進み易さの比較については，バタ足  

キック泳の方が進み易いと回答したものは71．4％，ドルフィンキック泳の方が進み易いと回答  

したものは23．8％，同じであると回答したものは4．8％であった。初心者指導の導入手段として  

の有効性の比較については，バタ足キック泳の方が有効であろうと回答したものは75．8％，ド  

ルフィンキック泳の方が有効であろうと回答したものは17．7％，同じであると回答したものは  

6．5％であった。3つのどの質問項目に対する回答からも，バタ足キック泳の方がドルフィンキ  

ック泳よりも泳ぎ易いという結果がえられた。  

Ⅳ 考  察  

本研究では，クロールやバタフライ，平泳ぎのタイムとそれぞれのキックだけのタイムを50  

m・22mの距離で測定し，また蹴伸びの距離や立ち泳ぎの時間の計測や事前・事後のアンケー  

ト調査を実施することで，水泳の各種キックの能力が泳力とどのような関係にあるかを明確に  

し，水泳指導の導入手段としてのキックの問題点を検討した。  

1．クロールの泳力とパタ足キック泳のタイム   

50mクロールと22mクロールとのタイムの関係について，図1の結果から，50mクロールと  

22mクロールとのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認められ，50mクロールが可能  

なものでタイムが速いものは22mクロールのタイムも速く，距離によるタイムへの影響はみら  

れなかった。また，図2の結果から，22mクロール及び22mバタ足キック泳のそれぞれにおい  

て，クロールの泳力が50m以上あるグループ（TrainedGroup 以下T．G．と略記する）が22  

m以上50m未満のグループ（UntrainedGroup 以下Un．G．と略記する）よりも統計的に有意  

にタイムが速いことが認められ，クロールの泳力が50m以上あることが，22mのクロール及び  

パタ足キック泳の両方のタイムに影響があることが推察された。   

また，22mクロールと22mバタ足キック泳とのタイムの関係について，図3の結果から，22  

mクロールと22mバタ足キック泳とのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認められ，  

22mクロールのタイムが速いものは22mバタ足キック泳のタイムも速い傾向がみられた。この   
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ことから，クロールの泳力を向上させるために，22mバタ足キック泳の能力を高めることは重  

要な要素の一つであることが推察された。しかし，この傾向はT．G．には顕著であるが，Un・G・  

では泳速の遅いものに散らばりが大きくみられ，クロールのタイムが遅いものの中には，バタ  

足キック泳の能力については，クロールのタイムが速いものより高かったり，同じぐらいの能  

力のものがいることが認められ，これらのものにはプルや呼吸法の指導を重点的に行わなけれ  

ばならないことが示唆された。また，この結果からクロールで50mを泳ぐには，22mバタ足キ  

ック泳タイムがおよそ28秒未満の能力が必要であろうということが考えられた。さらに，プル  

や呼吸法を改善し22mのクロールタイムで20秒未満になれば，クロールで50mを泳げる可酸性  

があることが推測された。   

22mクロールのタイムに対する，22mバタ足キック泳と22mクロールのタイムの差△（＝22m  

バタ足キック泳－22mクロール）の関係については，図4の結果から，22mクロールのタイム  

と，22mバタ足キック泳から22mクロールのタイムを引いた差△の間には，統計的に相関関係は  

認められず，泳力に違いがあっても，22mバタ足キック泳と22mクロールのタイムの差△はだい  

たい0から10秒の幅で分布していることがみられた。さらに，22mクロールのスピードに対す  

る22mバタ足キック泳のスピードの割合について，図5の結果から，T．G．はUn．G．よりも，  

クロールのスピードに対するバタ足キック泳のスピードの割合が統計的に低いことが有意に認  

められ，クロールの泳力が無いものほどバタ足キックに依存している割合が高いことが推察さ  

れ，「クロールは腕により8から9割の推進力が発揮され，脚は間接的に泳スピードに貢献して  

いる。」というMosterdら（13）や田口ら（19）の報告は，泳力によっては異なることが示唆された。  

2．平泳ぎの泳力と蛙足キック泳のタイム   

50m平泳ぎと22m平泳ぎとのタイムの関係については，図6の結果から，50m平泳ぎと22m  

平泳ぎとのタイムの間には，統計的に有意な相関関係が認められ，50m平泳ぎが可能なもので  

タイムが速いものは22m平泳ぎのタイムも速く，距離によるタイムへの影響はみられなかった。   

また，22mの平泳ぎと蛙足キック泳とのタイムの関係については，図7の結果から，22m平  

泳ぎと22m蛙足キック泳とのタイムの間には，統計的に有意な相関関係があり，22m平泳ぎの  

タイムが速いものは22m蛙足キック泳のタイムも速いことが認められた。このことから，平泳  

ぎの泳力を向上させるためには，22m蛙足キック泳の能力を高めることも重要な要素の一つで  

あることが推察された。さらに，プルや呼吸法を改善し22mの平泳ぎタイムでおよそ26秒未満  

になれば，平泳ぎで50mを泳げる可能性があることが推測された。   

22m蛙足キック泳のタイムと蛙足キックでの立ち泳ぎ継続時間の関係については，図8の結  

果から，22m蛙足キック泳のタイムと蛙足キックでの立ち泳ぎ継続時間の間には，統計的に有  

意な負の相関関係が認められ，22m蛙足キック泳のタイムが速いものは蛙足キックでの立ち泳  

ぎの継続時間が長い傾向があった。この結果から，22m蛙足キック泳のタイムが速いものは，  

しっかりと水をとらえて，エネルギー効率のよい楽なキックをしているため，長い時間立ち泳  

ぎを継続できるのではないかと考えられた。ただし，男女別にみると，女子は男子に比べ高い  

相関関係がみられることから，男子では，体組成上骨格が大きくて太く，しかも筋肉量も多い  

という理由で比重が重いことが影響しているのではないかと考えられ，個体差を十分考慮しな  

ければならないことが推察された。   

22m平泳ぎのスピードに対する22m蛙足キック泳のスピードの割合について，図9の結果か   
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ら，平泳ぎのスピードに対する蛙足キック泳のスピードの平均割合は79．3％であり，Mosterdら  

の蛙足キックが大きな推進力を生むという報告（13）を今回の実験からも支持する結果となった。  

3．バタフライの泳力とドルフィンキック泳のタイム   

22mのバタフライと22mドルフィンキック泳とのタイムの関係について，図10の結果から，  

22mのバタフライと22mドルフィンキック泳22mとのタイムの間には，統計的に有意な相関関  

係が認められ，22mバタフライのタイムが速いものは22mドルフィンキック泳のタイムも速い  

傾向が認められた。このことから，バタフライの泳力を向上させるためには，22mドルフィン  

キック泳の能力を高めることも重要な要素の一つであることが推察された。   

また，22mバタフライのスピードに対する22mドルフィンキック泳のスピードの割合につい  

て，図11の結果から，22mバタフライのスピードに対する22mドルフィンキック泳のスピード  

の平均割合は80．3％であった。このことは，MosterdらやMagel，谷口の「バタフライはプルと  

キックともにほぼ同様な推進力の発揮である」という競技選手を対象とした報告（19）とは異なり，  

クロール同様，バタフライの泳力が低いものでは，ドルフィンキックに依存している割合が高  

いことが示唆された。  

ヰ．パタ足キック泳，ドルフィンキック泳，蛙足キック泳のタイムにおける相関関係   

バタ足キック泳，ドルフィンキック泳，蛙足キック泳の各泳法間のタイムの相関関係につい  

て，表3の結果から，バタ足キック泳のタイムは，ドルフィンキック泳のタイムとは統計的に  

有意で高い相関関係が認められたが，蛙足キック泳のタイムとは有意ではあるが高い相関関係  

は認められなかった。また，ドルフィンキック泳のタイムは，蛙足キック泳のタイムとは有意  

な相関関係が認められなかった。このことは，バタ足キックとドルフィンキックは，脚の上下  

鞭運軌，足関節伸展（底屈）の柔軟性が重要（4）という点および，その主な推進力の発生機序が揚  

力によって生まれる（8）点で類似しており，相関が高いのではないかと考えられ，一方蛙足キック  

だけは，足関節の背屈および内旋・内がえしの柔軟性が重要（4）で，その主な推進力は，下腿や足  

の内側で得た抵抗によって生まれてる（8）技術であるため相関がみられないのではないかと推察さ  

れた。  

5．蹴伸びの距離と各泳法のタイムとの相関関係   

蹴伸びの距離と各泳法のタイムとの相関関係について，表4の結果から，蹴伸びの距離は，  

22mバタ足キック泳のタイムや22mクロールのタイム，また22mドルフィンキック泳のタイム  

や22mバタフライのタイムと，統計的に有意な相関関係がみられた。しかし，22m蛙足キック  

泳のタイムや22m平泳ぎのタイムとは，蹴伸びの距離は相関関係がみられなかった。これらの  

結果から，「上手な蹴伸びによって生み出されるハイスピード体験のみならず，その速度維持の  

ための流線形姿勢づくりの方法として初心者から一流選手にいたるまで大切な技術の蹴伸び」（21）  

については，その基本姿勢に近い形でのキック泳のクロールやバタフライ等においては，流線  

形姿勢づくりができていて蹴伸び距離が長いものほどそのタイムに速い傾向がみられたが，流  

線形姿勢づくりができていて蹴伸び距離が長くても，蛙足キックの能力が低いために，蛙足キ  

ックをつかう泳ぎとは相関がみられなかったのではないかと推察された。   
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6．水泳のキックについての学習経験の実態   

実験前に実施した，水泳のキックについての学習経験に関するアンケート調査については，  

図12の結果から，今回の実験の対象になった大学生の中でスイミングスクールに通った経験の  

あるものは13．4％で，その経験した年齢の平均は11．2歳，通った期間の平均は2．1年間であり，  

小学校高学年に2年間通ったものが中心であった。また，学習経験の有無については，バタ足  

キックの学習経験があると回答したものが最も多く約9割，つづいて，蛙足キックの学習経験  

者が4分の3であった。また，ドルフィンキック泳や背泳キックについては約2割，ドル平泳  

法については，ほとんど学習していないのが実態であった。  

了．パタ足キックとドルフィンキックとの比較   

22mバタ足キック泳とドルフィンキック泳のタイムの比較について，図13の結果から，T・G・  

でもUn．G．においても，22mバタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも統計的に有  

意に速いことが認められ，22mバタ足キックの能力が高いものはもちろん，低いものにおいて  

も22mバタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも速く，泳力のないものでも，バタ  

足キックの方が推進力を生み出していることが推察された。また，バタ足キックとドルフィン  

キックにおける泳ぎ易さの比較に関するアンケート調査結果について，図14の結果から，3つ  

のどの質問項日に対する7割から8別の回答が，バタ足キックの方がドルフィンキックよりも  

泳ぎ易いという結果であった。これらの結果は，学習経験の差はあるが，泳力のないものでも  

バタ足キックの方がドルフィンキックよりも速く泳げ，泳ぎ易いことを示唆しており，中村ら  

や永井らのドル平泳法にある「初心者指導にドルフィンキックが有効である」（14）（15）という考え  

方は成立しない。かれらの根拠の一つに，Mosterdらの報告を引用して「ドルフィンとバタ足と  

の比較では，ドルフィンが1．8倍の推進力がある」（12）（13）ということをあげているが，これは男子  

競技選手の場合であり，今回の結果から泳力がないものでは，22mバタ足キック泳のタイムは  

ドルフィンキック泳よりも統計的に有意に速いことが認められ，このことからも，ドルフィン  

キックがバタ足キックよりも初心者指導の手段として有効であるとは考えられない。むしろ，  

呼吸の問題もスタート前の深呼吸（9）（11）によって多少軽減されることから，体幹の反りによる下半  

身の沈下を肋長すると考えられる呼吸時の緊張性頸反射をあげて（14）（15）やり易いと説明されてい  

るドルフィンキックよりも，日常歩行運動に類似したバタ足キックの方が有効ではないかと考  

えられた。  

Ⅴ 結  語  

本研究は，水泳のキックの能力が泳力とどのような関係にあり，そのことから水泳指導上の  

キックの問題点を検討するため，年齢19歳から22歳までの健康な大学生135名を対象に，クロー  

ルやバタフライ，平泳ぎのタイムとそれぞれのキックだけのタイムを50m・22mの距離で測定  

し，また立ち泳ぎの継続時間や蹴伸びの距離も計測した。さらには，キックに関するアンケー  

ト調査も実験の事前及び事後に実施することで以下の結果を得た。   

（1）クロールの泳力を向上させるために，22mバタ足キック泳の能力を高めることは重要  

な要素の一つであるが，しかし，クロールのタイムが遅いものの中には，バタ足キック   
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泳の能力については，クロールのタイムが速いものより高かったり，同じぐらいの能力   

のものがいることが認められ，このようなケースにはプルや呼吸法の指導を重点的に行   

わなければならないことが示唆された。また，22mクロールのスピードに対する22mバ   

タ足キック泳のスピードの割合について，クロールの泳力が無いものほどバタ足キック   

に依存している割合が高いことが推察された。  

（2）22m平泳ぎのタイムが速いものは22m蛙足キック泳のタイムも速いことが認められ，   

22m蛙足キック泳のタイムが速いものは蛙足キックでの立ち泳ぎの継続時間も長い傾向   

が認められた。また，平泳ぎのスピードに対する蛙足キック泳のスピードの平均割合は   

79．3％であり，Mosterdらの蛙足キックが大きな推進力を生むという報告を今回の実験か   

らも支持する結果となった。  

（3）22mバタフライのタイムが速いものは22mドルフィンキック泳のタイムも速い傾向が   

認められた。また，22mバタフライのスピードに対する22mドルフィンキック泳のスピ   

ードの平均割合は80．3％であり，MosterdらやMagel，谷口の報告とは異なり，クロール   

同様，バタフライの泳力が低いものでは，ドルフィンキックに依存している割合が高い   

ことが示唆された。  

（4）バタ足キック泳のタイムは，ドルフィンキック泳のタイムとは統計的に有意で高い相   

関関係が認められたが，蛙足キック泳のタイムとは有意ではあるが高い相関関係は認め   

られなかった。また，ドルフィンキック泳のタイムは，蛙足キック泳のタイムとは有意   

な相関関係が認められなかった。  

（5）蹴伸びの距離は，22mバタ足キック泳のタイムや22mクロールのタイム，また22mド   

ルフィンキック泳のタイムや22mバタフライのタイムと，統計的に有意な相関関係がみ   

られた。しかし，22m蛙足キック泳のタイムや22m平泳ぎのタイムとは，蹴伸びの距離   

は相関関係がみられなかった。  

（6）水泳のキックについての学習経験に関する実態については，バタ足キック・蛙足キッ   

クの学習経験があると回答したものが多く，ドルフィンキックや背泳キックについては   

約2割，ドル平泳法については，ほとんど学習していなかった。  

（7）22mバタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも統計的に有意に速いことが   

認められ，22mバタ足キック泳の能力が高いものはもちろん，低いものにおいても22m   

バタ足キック泳のタイムはドルフィンキック泳よりも速く，泳力のないものでも，バタ   

足キックの方が推進力を生み出していることが認められた。また，バタ足キックとドル   

フィンキックにおける泳ぎ易さの比較に関するアンケート調査結果から，バタ足キック   

の方がドルフィンキックよりも泳ぎ易いということが認められ，これらの結果から学習   

経験の差はあるが，泳力のないものでもバタ足キックの方がドルフィンキックよりも速   

く泳げ，泳ぎ易いことが示唆された。  
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